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№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

1
７０代女

性
Ｐ１

「1 計画策定の背景と目的」 の文面で、
「高齢者像の変化に対応したものでなけ
ればなりません」を、「高齢者像の変化
に対応し男女共同参画の視点に対応し
たもので無ければなりません」に変え
る。

計画全体に亘る基本的視点と位置づけ
ていますので、原案どおりの表記といた
します。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

2 団体 Ｐ６

目指すべき久留米の姿の「③高齢者や
家族が「安全」「安心」を感じながら暮ら
せるまち」の文面で「何らかの問題が起
こった場合」･･･の前に「虐待や孤独死な
どの」を挿入。

3 団体 Ｐ６

「③高齢者や家族が「安全」「安心」を感
じながら暮らせるまち」の文面で、「何ら
かの問題が起こった場合」の何らかを具
体的に書いてほしい。例えば虐待とか、
孤独死など。

4 団体 Ｐ６
目指すべき久留米の姿に④を起して「高
齢期の男女がいきいきと社会に参画で
きるまち」を挿入。

高齢者の社会参加については、「②高
齢者が生涯現役で、健康に活動的に暮
らすまち」に含まれていると考えます。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

5 団体 Ｐ９

「（２）久留米市の高齢者世帯の状況」の
「高齢者のいる世帯の状況の推移」の表
の中の「その他世帯数」に注釈をつける
こと。

★注釈はつけませんが、「その他世帯
数」を「高齢者のいない世帯数」に修正
します。

6 団体 Ｐ９

「（２）久留米市の高齢者世帯の状況」の
「高齢者のいる世帯の状況の推移」の表
の中の「その他の世帯数」を「高齢者の
いない世帯数」とした方が良い。

★ご意見に沿って、「その他世帯数」を
「高齢者のいない世帯数」に修正しま
す。

7 団体 Ｐ１１
「久留米市の日常生活圏域図」を拡大し
て、小学校区も記入していただきたい。

★Ｐ１１の地図を小学校区を記入したも
のに修正します。

8 団体 Ｐ１４
「１）高齢者の世帯状況」のグラフを、縦
の棒グラフにして欲しい。

構成割合を示すグラフのため、原案ど
おりの表記とさせていただきます。

9 団体 Ｐ１８
高齢者実態調査の「【課題】」に「○単身
高齢者・高齢者のみ世帯への支援体制
の充実強化」を追加すること。

単身高齢者・高齢者のみ世帯への支援
は、五つ挙げている【課題】中に含まれ
ると考えます。

○第１章

○第２章

第１部

○第３章

「何らかの問題が起こった場合」とは、虐
待や孤独死など深刻な問題から日常的
な困りごとなど幅広く総合的に考えてお
り、原案どおりの表記とさせていただき
ます。
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10 団体 Ｐ２０
事業所調査の「【課題】」の「防災対策の
点検・指導の強化」に市内の「防災士等
と連携した」を追加挿入。

防災士等との連携に関し、「久留米市地
域防災計画」の見直しの中で防災士会
など、地域団体等の意見をお聞きしなが
ら、地域防災力の強化を図ってまいりま
す。

11 団体 Ｐ２１

団塊世代の実態・意識調査１）世帯状
況」の文面にアンダーライン部を挿入。
「世帯状況では、団塊世代の男性単身
者の割合は･･･、一般高齢者の男性単
身者高齢者･･･」また、団塊世代女性単
身者と比べ、一般高齢者の女性高齢者
の「一人暮らし」は10％以上高いことに
ふれること。また、単身高齢者の男女差
についてもふれること。

★ご意見に沿って、次のとおり修正しま
す。

「世帯状況では、団塊世代の男性単身
者の割合は13.1％であり、一般高齢者
の男性単身高齢者の10.5％と比べ高く
なっています。
また、団塊世代の女性単身高齢者の割
合は15.2％ですが、一般高齢者の女性
単身高齢者の割合の方が25.6％と多い
状況です。
なお、単身者の割合を性別に比較する
と、団塊世代、一般高齢者ともに女性の
割合が男性の割合を上回っています
が、一般高齢者では、その差が大きく
なっています。」

12 団体 Ｐ２７
「（２）要介護認定者数の状況」の中で、
75歳以上の認定率を10歳ごとに表で示
すこと。

13 団体 Ｐ２７
「要介護認定者数の推移」の表につい
て、男女別の表を明示すること。

14 団体 Ｐ２７
「（２）要介護認定者数の状況」で、要介
護認定者数の推移の表、グラフ、共に
男女別に分けて欲しい。

15
７０代女

性
Ｐ２７

「（2）要介護認定者の状況」で表やグラ
フで報告しているものについて男女別表
示が必要。

16 団体 Ｐ２８

「（３）介護サービスの利用状況」の説明
文にアンダーライン部を挿入。「また、利
用者数、給付額とも、居宅サービス・地
域密着型サービスの割合が増加してお
り、特に本市の･･･」

★ご意見に沿って修正します。

この表は、厚生労働省へ報告している
事業状況報告（月報）を基に作成してお
り、月報の区分に基づき作成していま
す。
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17 団体 Ｐ２８
「○サービス利用者数の割合の推移」の
表に未利用者数の％を入れること。ま
た、未利用者の理由を分析すること。

Ｐ２８～２９の「サービス利用者数の割合
の推移」等のグラフはサービス種別ごと
の状況を表したものであり、相互に関連
があるため、未利用者数の％を入れる
と比較ができなくなります。未利用者の
状況はＰ２８の「介護サービスの利用状
況」の表にサービス利用率を記載してお
り、100％からこの利用率を差し引いた
値が未利用者の率となります。
なお、未利用者の理由については、認
定後の入院により医療保険を利用して
いる、住宅改修や福祉用具購入のみ利
用した、などが考えられます。

18 団体 Ｐ２８
「（3）介護サービスの利用状況」の表に、
未利用者の実態も入れて欲しい。

「介護サービスの利用状況」の表にサー
ビス利用率を記載しています。100％か
らこの利用率を差し引いた値が未利用
者の率となります。
なお、未利用者の理由については、認
定後の入院により医療保険を利用して
いる、住宅改修や福祉用具購入のみ利
用した、などが考えられます。

19
７０代女

性
Ｐ２９

「○サービス給付額の割合の推移」に、
未利用者の実態も入れて欲しい。

未利用者の給付額はないため割合を入
れることはできません。
なお、未利用者の実態については№１８
を参照してください。

20 団体 Ｐ３１

「①健康づくりと介護予防の推進」の
「【施策の評価】」の「特定保健指導」の
利用率、「介護予防事業」の参加者数の
低迷についてもっと分析を詳しくするこ
と。

特定保健指導に関し、利用率や参加者
数の低迷について、一定の分析を行っ
ており、今後とも利用率の向上に努めて
まいります。介護予防に関しては、今後
分析方法を検討してまいります。

21 団体 Ｐ３１
「【課題】」の「○介護予防事業は、～」の
部分は対象者を明確にして欲しい。

介護予防事業の対象者について、本計
画のP４５に記載しております。

22 団体 Ｐ３２

「２）単身高齢者及び高齢者世帯の在宅
生活支援」の「介護用品支給事業」のみ
の記載では不十分。Ｐ50に記載されて
いる事業についてふれ、総括すること。

主な実施事業として代表的なものを記
載しております。また、事業の総括に関
し、同ページの【課題】に「在宅生活を支
援する事業～」としてまとめて記載して
おります。

23 団体 Ｐ３２

「③高齢者の権利擁護」で、高齢者虐待
の相談数の推移を分析してほしい。（ｐ．
53の表だけでは詳細がわかりづらい）ま
た、挙がってきた虐待ケースの支援状
況にふれること。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。
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24 団体 Ｐ３２

「3）家族介護への支援」の、「家族介護
慰労金」については、再検討して欲し
い。（女性が介護を担うことになっていな
いか。）

25
７０代女

性
Ｐ３２

「3）家族介護への支援」の、「家族介護
慰労金」は女性の介護者が念頭にある
のでは？再検討すること。

26 団体 Ｐ３３
「【施策の評価】」の、成年後見制度の利
用の現状分析をすること。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。

27 団体 Ｐ３３

「【課題】」の「市民後見人制度の普及
～」について、どのような制度であるか、
養成計画などについてふれること。ま
た、社会福祉協議会での取り組みにつ
いてもふれること。

市民後見人については、第４部の用語
解説に記載いたします。また、養成計画
等につきましては、今後の実際の取り組
みの中で検討していきます。

28 団体 Ｐ３３
「【施策の評価】」の「市民後見人」はどう
いうことをするのか、役割を書いて欲し
い。

★第4部の用語解説に記載いたします。

29 団体 Ｐ３３

「【課題】」の「市民後見人制度の普及に
際して、受け皿となる関係機関の整備が
課題です。」のところは具体的に、わかり
やすく書いて欲しい。

★ご意見を踏まえ、次の内容に修正し
ます。
「市民後見人の活動を指導・支援する機
関の整備が課題です。」

30 団体 Ｐ３３
「④認知症高齢者とその家族の支援」の
中で、認知症高齢者支援団体へのサ
ポート体制についてふれること。

認知症高齢者支援団体のサポートに関
し、「～認知症高齢者を様々な資源が連
携して支援できる体制の構築～」とし
て、その旨の内容を記載しております。

31 団体 Ｐ３４

「⑤生活環境の整備」の「【主な実施事
業】」の「２）ユニバーサルデザインのま
ちづくり」において、整備状況を具体的
に示してほしい。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。
なお、公共施設や歩道など対象は幅広
いですが、「福岡県福祉のまちづくり条
例」や「久留米市交通バリアフリー基本
構想」などに基づき、ユニバーサルデザ
インのまちづくりの視点から整備を進め
ていきます。

32 団体 Ｐ３４

「【課題】」として、高齢者が市営住宅の3
階以上に住んでおり、できるだけ1階に
住めるようにしてもらいたい。3階以上で
あれば、エレベーターの設備も考えても
らいたい。

身体的理由等で高齢者等が１階やエレ
ベーター付きの市営住宅に住替えを希
望される場合は、空き部屋の状況や本
人の状況等を考慮して随時対応してい
ます。　なお、平成７年度以降に建設し
た市営住宅（低層分を除く。）は原則エ
レベーターを設置しています。

家族介護慰労金制度は、男女の区別無
く、在宅において重度の方を介護をして
いる方に対し、介護の労をねぎらうため
に設けられた制度です。
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33 団体 Ｐ３４
「【主な実施事業】」で、ユニバーサルデ
ザインについて具体的に説明して欲し
い。

★第4部の用語解説に記載いたします。

34 団体 Ｐ３４

「【施策の評価】」の「○単身高齢者への
市営住宅への入居支援～」について、ｐ
61に募集回数や募集人数にふれてある
が、ここでは希望者にたいする充足度を
示すこと。また、突然に住宅が必要とな
る高齢者に対し随時市営住宅でも対応
できるような施策であってほしい。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。なお、定期
募集期間外に、緊急に市営住宅への入
居が必要なケースには別途対応してお
ります。

35 団体 Ｐ３５

「【課題】」で、「○高齢者のニーズに応じ
た様々な就業機会の確保、提供等が課
題となっています。」について、シルバー
人材センター以外に企業への働きかけ
等がなされているか。就労促進をより積
極的に進めて欲しい。

国や県・中高年就職支援センターなどと
連携し、定年引上げや継続雇用制度の
導入を始め、企業の募集採用時の年齢
制限禁止、中高年齢者を対象とした面
接会の開催などを働きかけ、再就職な
どの就労促進を進めていきます。

36 団体 Ｐ３６
「イ．認定者数の状況」データーは男女
別統計を追加すること。

この表は、厚生労働省へ報告している
事業状況報告（月報）を基に作成してお
り、月報の区分に基づき作成していま
す。

37
男性

（年齢不
詳）

Ｐ３６

「イ．認定者数の状況」…年々計画値よ
り実績数がプラスの状況となっておりま
す。この数値を下げるか、もしくは計画
値をキープする具体的な打開策は有る
のでしょうか？市の活動計画だけで認
定者を減らすことは出来るのでしょう
か？

介護予防事業の重要性について認識し
ております。今後は地域での事業の充
実を図っていくとともに一人ひとりの介
護予防活動の普及啓発に努めてまいり
ます。なお、高齢者数の増加に伴い要
支援・要介護認定者数も増加しており、
認定者数を減らす、もしくは維持するこ
とは困難な状況であり、記載した実績数
値となっております。

38 団体 Ｐ３７
「【施策の評価】」の「地域支援事業費は
計画数値との乖離が生じています。」の
乖離について具体的に書いて欲しい。

P３６の表「ウ．介護保険事業特別会計
の決算状況」に計画値、実績値、実施
率を記載しております。

39 団体 Ｐ３７
「【施策の評価】」の「市民説明会など」の
回数・参加者数などについて記載するこ
と。

第1回市民説明会は平成23年9月～10
月に5箇所で開催、135人参加。第2回市
民説明会は平成24年2月に8箇所で開
催、128人の参加がありました。

40 団体 Ｐ３８

「③高齢者や家族が「安全」「安心」を感
じながら暮らせるまち」の「高齢者虐待」
への取り組み状況や困難ケースなどに
ふれて記述すること。

この部分は、第4期計画の評価について
総括している箇所ですので、詳細につい
ては記載はいたしてしておりません。

○第４章
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№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

41 団体 Ｐ３９
「２．高齢者とその家族の安全・安心」の
「セーフコミュニティ」について注釈をつ
けること。

★第4部の用語解説に記載いたします。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

42 団体 Ｐ４０
「１ 施策体系」の中に「地域防災の向
上」を入れること。

地域防災の視点は大切であると思いま
す。本計画では第2部第2章の4「災害時
のための援護体制」、第7章の5「介護事
業所における防災対策への啓発・指導」
として記載しています。

43 団体 Ｐ４１
「2 施策展開にあたって」の基本的視点
に「（2）男女の共同参画」、が入っている
ことを評価します。

計画全体に亘る基本的視点として位置
づけています。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

44 団体 Ｐ４３

「1 健康づくりの推進」の文面に「心身」、
「身心」の言葉が使われている。意味が
違うのか？統一したほうが良いので
は？

★「心身」に統一します。

45 団体 Ｐ４３
「②心の健康相談（精神保健福祉相談
事業）」の事業内容に女性問題（DV等）
を加える。

46 団体 Ｐ４３
「②心の健康相談」の事業内容の（）内
に女性問題（DV）を加えてもらいたい。

47 団体 Ｐ４４

「１ 健康づくりの推進」に保健福祉セン
ター建設計画の項目を追加すること。現
在、計画が進行中だと聞くが、建設段階
から市民の意見を取り入れてほしい。

今後整備を行う保健センターに関し、整
備計画等を策定していく中で、市民の皆
様のご意見をお聴きするよう努めてまい
ります。

48 団体 Ｐ４５
「２ 介護予防の推進」の説明文で「未返
信者に対するフォロー」は丁寧にして欲
しい。

ご意見は、事業を実施していくうえでの
参考とさせていただきます。

49 団体 Ｐ４６
「①介護予防普及啓発事業」はジェン
ダーの視点が入っていること。

計画全体に亘る基本的視点として位置
づけています。

第２部

○第５章

○第１章

女性問題（DV等）に関する相談は、記載
している事業内容に含まれると考えま
す。なお、Ｐ５５の「女性の生き方支援の
ための相談」にてＤＶ等女性が抱える諸
問題解決への対応を行っていきます。

6



久留米市第久留米市第久留米市第久留米市第５５５５期高齢者福祉計画及期高齢者福祉計画及期高齢者福祉計画及期高齢者福祉計画及びびびび介護保険事業計画介護保険事業計画介護保険事業計画介護保険事業計画にににに係係係係るるるる意見及意見及意見及意見及びびびび市市市市のののの考考考考ええええ方方方方

50 団体 Ｐ４６
「（１）一次予防事業」のところに、保健セ
ンター建設に関することも入れて欲し
い。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載をしています。なお、今後整備
を行う保健センターに関し、整備計画等
を策定していく中で、市民の皆様のご意
見をお聴きするよう努めてまいります。

51 団体 Ｐ４６
「○主な施策（事業）」についての内容の
中に、ジェンダーの視点、人権の視点を
盛り込んで欲しい。

計画全体に亘る基本的視点と位置づけ
ています。

52 団体 Ｐ４６

「②地域介護予防活動支援事業（介護
ボランティア支援事業）」の介護ボラン
ティアについては、少額でも有償ボラン
ティアにして欲しい。

ご意見は、事業を実施していくうえでの
参考とさせていただきます。

53
男性

（年齢不
詳）

Ｐ４６～
４７

久留米市としては、「介護予防の推進」
を行うように計画を立てておられます
が、本来、「健康づくり」とは高齢者自身
が自発的に行動し、かつ継続的に行わ
なければ自身の健康の保持は出来ない
はずですが。P46～47（1）一次予防事業
＆（2）二次予防事業○主な施策を行うこ
とによってどの様な効果目標が設定され
ているのでしょうか？

介護予防事業（一次予防事業、二次予
防事業など）は、高齢者が寝たきりや要
介護の状態になることを予防し、生活機
能の維持・改善やQOL（生活の質）の向
上を目指すものです。そのため、まず
は、広く高齢者の皆さんに介護予防の
必要性や意義について理解していただ
き、また、介護予防教室等への参加を
通じて、自らが自宅や地域などで様々な
形で介護予防に取り組むきっかけとなる
ことを目指しています。

54 団体 Ｐ４７
「①二次予防事業の対象者把握事業」
の中の「みつめてほシートの未返信者」
への十分な対応が望まれる。

ご意見は、事業を実施していくうえでの
参考とさせていただきます。

55 団体 Ｐ４７
「②通所型介護予防事業」の表の中の
人数は、たったこれだけでいいのか？

予算的な制約もありますが、指標以上
の参加に繋がるよう努めてまいります。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

56 団体 Ｐ４９

「①地域包括支援センター運営事業」の
中で「地域包括支援センター（保健師、
社会福祉士、主任介護支援専門員）が、
より身近で機動的に」のあとに「人権尊
重（ジェンダー）の視点をもって」を挿入
すること。

計画全体に亘る基本的視点と位置づけ
ていますので、原案どおりの表記とさせ
ていただきます。

57 団体 Ｐ４９

「①地域包括支援センター運営事業」の
中で「11の日常生活圏域」は地図で示し
てほしい。年度ごと増える地域もどこな
のか。

日常生活圏域は、本計画のＰ１１に掲載
しております。なお、今後増設を行う地
域については未確定な部分もあります
ので、記載はしておりません。

○第２章

7
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58 団体 Ｐ４９

「①地域包括支援センター運営事業」の
「11の日常生活圏域の整備を目指しま
す。」の次に（）して何頁の地図参照とし
て欲しい。

地域包括支援センターの場所と管理圏
域は「高齢者支援パンフレット」等に掲
載しておりますので、そちらをご参照い
ただきたいと思います。

59 団体 Ｐ４１
全体的にジェンダー、人権の視点を文
章に入れて欲しい。

計画全体に亘る基本的視点として位置
づけています。

60
５０代

（性別不
詳）

Ｐ４９

包括支援センターを増やす計画とのこと
ですが、現在あるセンターは、事務手続
きの場所という感じですので（中央、東、
西を見ただけですが）　ついでに立ち寄
れるような明るさと広さのある環境のほ
うが利用されやすいと思います。たとえ
ば、今度計画に上がっている六ッ門プラ
ザやえーるピアくるめにあるといいので
はないでしょうか。そういう場所だと、介
護予防の活動もしやすいように思いま
す。わざわざ病院まで出かけるより生活
の延長線上にあるといいですね。

現在５つある地域包括支援センターは、
中心市街地や公共施設に設置しており
ます。今後も、既存の公共施設等の活
用や新たな公共施設と併せた整備等を
考慮するとともに、できるだけ利用され
る方が気軽に立ち寄れるような立地・環
境等も検討しながら、取り組んでまいり
ます。

61 団体 Ｐ４９
地域包括支援センターは、健康上問題
のない人も、介護者も含めて支援、貢献
して欲しい。

地域包括支援センターは、高齢者をはじ
め、そのご家族や民生委員など地域の
皆さんから、高齢者に関する様々な相
談を受け、助言や必要な支援を担って
います。今後とも、地域に対し一層の周
知を図り、より気軽に相談していただけ
るよう努めてまいります。

62
男性

（年齢不
詳）

Ｐ４９
（Ｐ６９）

介護保険関係ですが、地域の主任介護
支援専門員との連携についてどのよう
に考えますか？この主任介護支援専門
員と行政は一体となって、地域の介護支
援専門員のスキルアップや後方支援体
制の仕組みづくりも考える必要があるか
と思います。それを、包括だけに任せる
形ではなく、介護保険課が主体となり一
緒に考え、地域の介護支援専門員のス
キル向上に向けた取り組みを考えるべ
きではないかと考えます。今回の計画で
は、その点が見えてきません。久留米に
は、多くの主任介護支援専門員がいらっ
しゃいます。皆さんのスキルを、新人を
含めた介護支援専門員へ伝えていくよう
な場面が必要ではないかと考えます。給
付の適正化にも繋がるのではないでしょ
うか。

地域包括支援センターの役割の一つに
介護支援専門員のネットワークの構築
や困難事例に対する助言等がありま
す。
介護支援専門員の役割は非常に重要
であり、資質向上のため、保険者として
研修会・情報交換会の支援等に努める
ことを計画に記載しているところです。
計画の実施に当たっては、この保険者
としての役割を果たしていきます。

63 団体 Ｐ５０
「④地区ふれあい活動コーディネーター
の育成」には人権尊重の視点が入るこ
と。

計画全体に亘る基本的視点として位置
づけています。

64 団体 Ｐ５０
「④地域ふれあい活動コーディネーター
の育成」にあたっては、人権、ジェンダー
の視点を入れてもらいたい。

計画全体に亘る基本的視点として位置
づけています。
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65 団体 Ｐ５１
「3 家族介護の支援」では、在宅介護が
重くならないようにさらなる支援が充実さ
れること。

P５１に記載している施策（事業）等の実
施を通して、支援してまいります。
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66 団体 Ｐ５１

「3 介護家族への支援」の文面で、「孤
立化防止のための事業を実施する等」と
書かれているが、施策の中にはないの
で、④の項を起して何か事業を考えて実
施して欲しい。

67
７０代女

性
Ｐ５１

「3 介護家族への支援」で、孤立化防止
への施策事業という項をあらたに起こし
て欲しい。

68 団体 Ｐ５１

「①家族介護教室」については介護する
のは圧倒的に女性が多いし、この事業
は、家族に介護を押し付けることになら
ないか。男性にしろ、女性にしろ、マイノ
リティのひとにしろ介護教室で学んでおく
ことは、意味がある。

家族介護教室は、男女の区別無く、介
護をする人が正しい介護技術や知識を
習得することで、介護をする人だけはな
く、介護をされる人の生活の質を高めて
いくことも目的として実施するものです。

69 団体 Ｐ５２
「４ 災害時のための援護体制」では「高
齢者や障害者等～」は「高齢者や障害
者、妊産婦等」に修正。

「久留米市災害時要援護者支援プラン」
における要援護者は、災害発生時に特
に重点的に安否確認や避難情報の伝
達などの支援や避難等の一連の行動を
とるのに支援が必要な人々として対象
者を挙げています。

70 団体 Ｐ５２

「①災害時要援護者の支援」では、「災
害時要援護者名簿作成の推進を図りま
す。」とあり登録率の目標が13.9％と低
いのは作成が難しいのか。「作成しま
す。」とし、登録率も100％にしてほしい。

71 団体 Ｐ５２
「①災害時要援護者の支援」の要援護
者名簿登録率について、目標値は、高く
掲げていてほしい。

72 団体 Ｐ５２
「①災害時要援護者の支援」の「支援体
制の構築」の中に災害時の民間と行政
の役割分担を明示してほしい。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。
なお、支援体制については、「久留米市
地域防災計画」示しているところです
が、自主防災組織による安否確認、避
難誘導や、介護事業所等による支援な
ど、民間の役割と行政の役割について
整理を進めてまいります。

介護家族の孤立化防止については、Ｐ
５１に記載している施策（事業）等を通じ
て支援してまいります。

「久留米市災害時要援護者支援プラン」
における災害時要援護者名簿の対象者
は、一人暮らし高齢者、65歳以上のみ
でお住まいの方、要介護3以上の認定を
受けている方、身体障害者手帳１・２級
の交付を受けている方等です。このよう
な方の中には、災害時に自力で避難で
きる方や家族などの支援を受けることが
できる方も含まれております。要援護者
名簿は支援が必要な方を登録していき
ますので、登録率は100％にはなり得な
いものと考えます。今後も、支援が必要
な方に趣旨をご理解いただきながら、
「災害時要援護者名簿」へのより多くの
方への登録を目指します。
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73 団体 Ｐ５２

「４ 災害時のための援護体制」では、新
しく④の項目を起して、「地域防災対策」
を追加して欲しい。また、その時、社会
福祉協議会が各校区に配置している防
災士の意見を取り入れること。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。
地域防災対策につきましては、「久留米
市地域防災計画」で整理していくことに
なりますが、今後の見直しの中で、防災
士会など、地域団体等の意見をお聞き
しながら、地域防災力の強化を図ってま
いります。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

74 団体 Ｐ５３

「1 虐待防止及び発生時の適切かつ迅
速な対応へのネットワーク構築」の説明
文で、「市民への啓発に努めます。」は
「市民への啓発を行います。」に修正。

75 団体 Ｐ５３

「1 虐待防止及び発生時の適切かつ迅
速な対応へのネットワーク構築」の文面
で「市民への啓発に努めます。」を「啓発
を行います。」とする。

76 団体 Ｐ５３
「①地域包括支援センター総合相談、権
利擁護事業」の総合相談の内容内訳の
現状についてふれること。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。なお、現状
についてはＰ３２～３３に記載しておりま
す。

77 団体 Ｐ５３

「②高齢者虐待防止推進」では、虐待防
止策として、被虐待者の安全な避難先
の確保についてふれること。また、市営
住宅や民間住宅も含め避難先となるよ
うな施策を取ること。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載を行っております。　被虐待者
の避難先については、事業を実施して
いくうえでの参考とさせていただきます。

78 団体 Ｐ５４

「①消費者被害の防止と救済」で、「消費
生活センターの認知度向上に努めま
す。」は「消費生活センターの周知を徹
底します。」に修正。

消費生活センターについて、消費者の
利活用の促進を含めて、原案どおりの
表記とさせていただきます。

79 団体 Ｐ５４

「3 成年後見制度の普及」では、「～対
応を図っていきます。」のあとに「また、
制度のあり方として法人後見も検討しま
す。」を追加

法人後見について、すでに活用させて
いただいているところです。ご意見は、
事業を実施していくうえでの参考とさせ
ていただきます。

80 団体 Ｐ５４

「3 成年後見制度の普及」では、「市民
後見人を養成する」は、「人権尊重の視
点に立って市民後見人を育成する。」に
修正。

81 団体 Ｐ５５
「②市民後見人の育成」の、「市民後見
人を育成し」は「人権尊重の視点に立っ
て市民後見人を育成し、」に修正。

○第３章

ネットワーク構築について関係機関・団
体の理解や協力が必要ですので、原案
どおりの表記とさせていただきます。

計画全体に亘る基本的視点と位置づけ
ていますので、原案どおりの表記とさせ
ていただきます。

11
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82 団体 Ｐ５５
「②市民後見人の育成」の事業内容の
文章を「人権尊重の視点にたって、市民
後見人を育成し」とする。

83 団体 Ｐ５５
「②市民後見人の育成」において、市民
後見人の育成と同時に苦情処理機関を
おくこと。

ご意見は、事業を実施していくうえでの
参考とさせていただきます。
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84 団体 Ｐ５５

「②女性の生き方支援のための相談」で
は、【男女平等推進センター】だけでな
く、男女平等政策課（男女平等推進委
員）を加えてほしい。

85 団体 Ｐ５５

「②女性の生き方支援のための相談〔男
女平等推進センター〕」のところに、男女
平等政策課を加える。（女性の生き方支
援のための相談は男女平等政策課でも
受けて欲しい。）

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

86 団体 Ｐ５７
「①ものわすれ相談」では、「地域資源」
を具体的に示してほしい。

本計画では主な施策（事業）について概
要の記載をしています。「地域資源」に
ついては、地域の特徴的な人的・物的
なもの等の総称として使用しており、具
体的事業の中で周知を図っていきます。

87 団体 Ｐ５７

「③日常生活自立支援事業」で、社会福
祉協議では「日常の金銭管理等のサー
ビス」が提供されているので、市民後見
人の育成は「長寿支援課」と「社会福祉
協議会」が連携して行うこと。

ご指摘のとおり、社会福祉協議会との
連携は重要であると考えております。

88 団体 Ｐ５７

「④認知症ケアスタッフ活動支援事業」
では、「ケアのあり方についての研修を
行い」を「ケアのあり方について人権尊
重の視点をもって研修を行い」に修正。

計画全体に亘る基本的視点と位置づけ
ていますので、原案どおりの表記とさせ
ていただきます。

89 団体 Ｐ５７
「④認知症ケアスタッフ活動支援事業」
の「研修会参加数」の数値について各年
度30を100に上げて欲しい。

本事業は専門講師による実践的な研修
に対応できる最大３０人定員での実施と
しており、研修後は受講した方がリー
ダーとなって活動していただくよう考えて
おります。

90 団体 Ｐ５８

「3 認知症の啓発推進、サポーター等養
成」では、「また、認知症への～」を「ま
た、人権尊重の視点で認知症への～」
に修正。

91 団体 Ｐ５８

「①認知症サポーター、キャラバンメイト
の養成」では、「その際、人権尊重の立
場にたつことはいうまでもありません。」
を追加する。

○第４章

男女平等推進員制度は、性別により不
利益な取扱いを受けた場合、相手方に
対し改善を求めたいときに利用していた
だくものです。その意味では相談窓口を
補完する役割を担っており、男女平等推
進センターとは随時、連携して業務を
行っておりますので、原案どおりの表記
とさせていただきます。

計画全体に亘る基本的視点と位置づけ
ていますので、原案どおりの表記とさせ
ていただきます。
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№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

92 団体 Ｐ６０

「第5章　生活環境の整備」の文面の「公
共施設等の整備等を推進します。」に
は、「道路」は含まれているのか？安全・
安心を確保するために、関係部署と連
携して整備を進めて欲しい。

　「公共施設等の整備等を推進しま
す。」には、「道路」を含んでいます。整
備を進めるにあたって、関係部署と連携
しながら事業を実施していきます。

93 団体 Ｐ６１

「②単身高齢者の住宅確保支援」で、指
標では各年度で２０人となっているが、
「～検討していきます。」は「実施してい
きます。」と解釈していいのか。

市営住宅については、ご意見のとおりで
す。

94 団体 Ｐ６１
「②単身高齢者の住宅確保支援」の指
標の数値が少ない。もう少し増やせない
か。

単身者向け市営住宅の整備戸数は絶
対数が少なく、空き部屋となる数も少な
いのが実情で、過去数年の実績値や今
後の予測などを考慮し、目標値として、
「毎年度20戸募集」を掲げています。

95 団体 Ｐ６１
「③地域優良賃貸住宅の整備」の指標
の数値が少ない。もう少し増やせない
か。

地域優良賃貸住宅の認定エリアは、中
心市街地内に限定していることから、指
標の数値としております。今後も事業者
等へ情報提供を行い、計画的に地域優
良賃貸住宅の供給促進を図っていきま
す。

96 団体 Ｐ６３
「①生活支援交通の確保」では、具体的
に調査されているのか。されているので
あれば提示して欲しい。

平成２２年１２月に、久留米市を含む４
市２町の久留米広域定住自立圏におけ
る取組みとして、高齢者の交通実態に
関する調査を行いました。なお、その結
果は久留米市のホームページで公開し
ております。

97 団体 Ｐ６３

「①生活支援交通の確保」の事業内容
の文面で「地域が真に必要とする生活
支援交通の確保をめざします。」をもう
少し具体的に書いて欲しい。

生活支援交通とは、「必要とする人」が、
「必要な水準」を、「適切な運行形態」で
確保する形を前提に、検討を進めてま
いります。

98
５０代

（性別不
詳）

Ｐ６３

高齢者の生活支援交通　という項目が
あったと思いますが、高齢者へのタク
シー券や補助制度はどうでしょう。無理
な運転をしないようにするためと、車の
維持費より安ければタクシーの利用も増
えると思いました。

現在、校区コミュニティ組織が、公共交
通空白地域にお住まいの高齢者等に対
してタクシーを活用した移動補助を行う
場合に助成するモデル事業（コミュニ
ティタクシー事業）を行っています。な
お、当該事業は、制度のあり方等も含め
て検証を行う予定です。

○第５章
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№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

99 団体 Ｐ６４
「1 高齢者の就業支援」の事業について
市民への周知を徹底して欲しい。

これまでも「シルバー人材センター支援
事業」はホームページや街頭活動、「中
高年就労支援」はホームページや広報
誌、各種セミナー開催時などを通じて広
報してまいりましたが、更に周知を徹底
してまいります。

100 団体 Ｐ６５

「2 高齢者間及び高齢者と他世代との交
流促進」では、老人クラブの「老人」とい
う表現（呼び方）は行政用語なのか、「高
齢者」に変えられないのか。

101 団体 Ｐ６５
「①老人クラブの活動支援」の老人とい
う言葉を、他の言葉にする。

102
５０代

（性別不
詳）

Ｐ６５

児童、高齢者等の世代別の計画の作成
は必要と思いますが、さらにそれぞれが
必要としているものをもっとダイナミック
に組み合わせた、どの世代とも交流でき
る場やツールがほしいと思います。たと
えば、今は少子化で学校の空き教室も
多いようですので、少し改装などして昼
間は市民が使える場としたり、放課後に
は子どもたちも参加できる活動をするな
ど、時間をかけて自然に触れ合える場と
していくといいのではないかと思いま
す。合川小学校では　文化祭の時に地
域の大人とのふれあい学級というのが
ありましたが、子どもたちも喜んで参加し
ていました。

高齢者や子どもを始めとした世代間の
交流は、希薄化している地域の結びつ
きを深める観点から、積極的に進めて
いくことが望ましいと考えます。本計画
の中においても世代間の交流を位置づ
けるとともに、事業として実施していく中
で、市の各部局が連携し、幅広い世代
間の交流が促進されるよう努めていきま
す。

103 団体 Ｐ６５
「③２１生き活きスクール推進事業」で
は、事業②を積極的に実施して欲しい。
その際、男女共同参画の視点で。

特色ある学校づくり活動として実施して
まいります。なお、計画全体に亘る基本
的視点として位置づけています。

104 団体 Ｐ６６
「3 生涯学習・生涯スポーツの推進」で
は、高齢者に対しても生涯学習として
「男女共同参画」をテーマにして欲しい。

ご意見は、事業を実施していくうえでの
参考とさせていただきます。

105 団体 Ｐ６８
「4 社会貢献活動の促進」では、基本的
な考え方として「男女共同参画」の視点
をもって進めて欲しい。

計画全体に亘る基本的視点として位置
づけています。

○第６章

計画の中では、老人福祉法上の文言を
使用しております。なお、単位老人クラ
ブでは、「老人クラブ」以外の名称を使
用しているところもありますが、計画の
中では団体の総称として使用していま
す。
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№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

106 団体 Ｐ７０
「（２）実地指導等による質の確保」の
「介護保険法の一部改正」により出てく
る影響等についてふれること。

改正内容等について、様々な場面で周
知に努めてまいります。

107 団体 Ｐ７０

「①介護相談員による施設等入所者支
援」について結果を公表すること。
（施設が抱える問題点をできるだけ公表
してほしい。）

この事業の目的は、原案に記載のとお
り、介護相談員が利用者と施設の間の
「橋渡し役」として、施設で生活する方々
の疑問や不安、不満の解消を図りなが
ら、サービスの質の向上を目指すもので
す。今後、介護相談員の目的がより効
果的に達成できるよう努めてまいりま
す。

108 団体 Ｐ７０
「①介護人材の安定確保支援事業」に
ついて、大学・高校新卒者に対する情報
提供を行うこと。

事業を実施する際の参考にさせていた
だきます。

109 団体 Ｐ７０

「（4）介護人材の確保・育成・定着に対
する支援」の「①介護人材の安定確保支
援事業」の事業内容の文面で、「介護分
野への雇用機会の提供」とあるが、詳し
く、例えば資格取得のための文章を入
れて欲しい。

事業の詳細は各年度において考慮し、
実施していきます。

110 団体 Ｐ７３

「4 介護保険制度の周知・啓発と相談体
制の充実」で、アンダーライン部分を挿
入。「…介護保険事業の運営状況等に
ついて、介護サービス事業者の情報も
含めて、地域住民や…」

ご意見の介護サービス事業者の情報
は、原案の記載に含まれていると考え
ています。なお、介護サービス事業者の
情報は、既に市の窓口や地域包括支援
センターでパンフレット等により情報提
供を行っています。

111 団体 Ｐ７３
「（3）苦情対応体制の充実」では、対応
する窓口を明示すること。

当該部分は考え方を記載している部分
のため、原案どおりとします。なお、市の
窓口は介護保険課になります。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

112 団体 Ｐ７６
「（2）第５期計画における施設・居住系
サービスの整備方針」①～⑧の施設に
ついて簡単な注釈をつけること。

★第4部の用語解説に記載いたします。

113
５０代

（性別不
詳）

Ｐ７５

介護施設についてですが、久留米市で
はユニット型の特養をすすめていらっ
しゃるようですが、現在も空き待ちの方
がかなり多いようです。　これからますま
す高齢者が増えていくことを考えると、
福祉系の学校に施設を併設する、保育
園と併設するなどの融合したものを増や
し　お互いの学び合いの場にしていくこ
とが必要なのではと思います。

第５期計画では、地域密着型の特別養
護老人ホームの整備を予定しておりま
す。この中で、高齢者、子どもなど地域
との交流の場を確保し、交流事業を実
施するという視点を盛り込むようにして
います。

○第７章

○第８章
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114 団体
Ｐ７５～

７７

各地域包括支援センター毎に、その地
域の各事業所のパンフレットを常備して
おくこと。

各事業所のパンフレットのほとんどは、
各地域包括支援センターに常備されて
います。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

115 団体 Ｐ８０

「2 被保険者数、要支援・要介護認定者
数の推計」では、要介護認定者数を介
護認定度ごとに男女別・年代別に示して
ほしい。

この表は、厚生労働省へ報告している
事業状況報告（月報）を基に作成してお
り、月報の区分に基づき作成していま
す。

116 団体 Ｐ８３

「4 標準的居宅サービス等受給者の推
計」の要介護４・５の人に手厚いサービ
スが受けることができるようにしてほし
い。

介護保険の仕組みとして、１ヶ月の支給
限度額が要介護度別に決められてお
り、要介護度が高いほど限度額が高く
なっています。

117 団体 Ｐ８４
１番困っている介護認定度の人に対す
るサービスを手厚くしてほしい。

一人ひとりに応じた必要な介護サービス
提供のため、ケアマネジャーによる適切
なマネジメントができるよう支援していき
ます。

№ 意見者 頁 意見概要 市の考え方

118 団体 Ｐ９５

「（2）関係機関・団体との連携」で、アン
ダーライン部を挿入。「…医療機関、民
間事業者、ＮＰＯ法人、男女共同参画を
進めるネットワーク等との…」

関係機関・団体には、記載している団体
や機関の他、地域の様々なネットワーク
等も当然含まれております。

119 団体 Ｐ９５
「（2）関係機関・団体との連携」の文面の
「NPO法人等」の後に「ネットワーク」を挿
入。

連携を図ることがネットワークを構築す
ることと考えており、そのような趣旨を踏
まえ、記載しております。

120
男性

（年齢不
詳）

Ｐ９５

計画の評価等についてです。評価につ
いては、庁舎内の関係部局だけでなく、
計画に位置付けられている団体または
事業を委託する団体も含めて、進捗状
況や課題など話し合う機会が必要と考
えます。関係部局が、実施している団体
から意見を吸い上げても、現場の意見
や思いは大幅に削られます。生の声を
生かして、計画の推進を行うべきです。
せっかく、各章ごとに事業内容や部署
（委託する場合には委託元の部署の意
見ではなく委託先を必ず会議に入れ
る）・団体を記載しているのであれば、各
章ごとの計画の進捗状況や課題を話し
合う機会を設ければ、連携も図れます
し、現実的な計画の推進が行われると
考えます。

計画推進及び策定体制として、庁内組
織である計画推進委員会・計画推進調
整会議と、関係機関・団体等の外部の
委員で構成する推進協議会を設置して
おり、今後もこの体制で計画の進捗状
況把握と進捗管理を行っていきます。

○第９章

第３部
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